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中等教育では，情報活用能力の育成や GIGA スクール構想など，教育への ICT の活用が進む予定である．一方，高等教育では ICT
機器を教育に利用する十分な方策が進められていないため，小学校から高校まで ICT を活用して学習してきた児童・生徒が大学に進
学すると授業で ICT を利用できないことが危惧された．そこで，令和 2 年度部局提案型研究推進事業「大学教育における ICT 機器
の積極的利用に関する研究」として，大学内の ICT 環境を整備し，高等教育における ICT 機器の利用法について研究を開始した．
本論文は，本研究の成果を報告するものである．
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 授業中に ICT を利用するには，学生が情報端末を
持参できることとインターネットへの接続環境
（Wi-Fi 環境）が整っていることが前提となる．ま
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ンを用意すればよいが，2020 年 4 月当時，本学本荘
キャンパスではパソコンを貸し出す仕組みはなかっ
た．続いて，後者のインターネットへの接続環境に



















は，Windows 系の OS を用いることがもっとも多い












一般教室の Wi-Fi 環境 
2020 年 4 月当時，各学科が管理している一部の教
室を除き，教室には Wi-Fi 環境が整備されていなか
った．ICT を利用した授業を推進していくためには











一気に整備が進んだ．2020 年 4 月，新型コロナウイ









研究で用意した Wi-Fi ルータが役に立ち，2020 年 5
月には収容人数の大きな教室 3 つに対して Wi-Fi 環
境を整備することができた．なお，その後，BYOD
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筆者らは，ClickShare の CSE-200 を 1 台と Wireless 

























































廣田千明ほか／秋田県立大学ウェブジャーナル A ／ 2021, l. , 120-132
廣田千明ほか/秋田県立大学ウェブジャーナル A/2021, vol. 9, ?-? 
 











































図 1 Googleフォームの利用例 
 
 









成画面を図 3 に示す． 
Google スライドは標準では数式を入力する方法
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うに入力したい場合にはアドオン Hypatia Create や
Math Type を利用するとよく，LaTeX のコマンドで
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図 6 研修開始時の回答 
 
 



















力したいときには，アドオン Hypatia Create を用いる
とよい．また，LaTeX のように数式を入力したい場
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 公開授業の対象に設定したのは，第 15 週「情報活
用能力とその指導法を考える」であった（2021 年 1








































































ICT 活用による授業運営の効率化や PhET の有用性
に言及されていることがわかる．以上より，ICT 活 
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 シミュレーション工学の第 14 回目の授業は 2021















図 8 マスクの有用性を調べるシミュレーション 
 
 






















講者がデータを記入している様子を図 9 に示す． 
 





る FD 勉強会（FD はファカルティ・デベロップメン
トの略である）で，成果を発表することとした．2020
年度の FD 勉強会は，2021 年 3 月 15 日に，「効果的
な遠隔講義とは」をテーマとして，開催された．ま
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ル（Google ジャムボード・Comment Screen）である． 
 
表 3 紹介したアプリケーションの使用経験 
 あ り な し 
Googleスライド 08（34.8） 15（65.2） 
Googleスプレッドシート 13（56.5） 10（43.5） 
Googleドキュメント 13（56.5） 10（43.5） 
Googleフォーム 14（60.9） 09（39.1） 
Googleジャムボード 03（13.0） 20（87.0） 























Q6.  FD勉強会に対する意見・感想・要望（自由記述） 
 
 表 5 に評価理由のコーディング及び集計の結果を
示す．「事例紹介（手法・工夫）」が参考になった，
という主旨の理由が最も多く，18 件（60%）を占め
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3.89 3.71 0.31 
n.s. 1.36 0.95 
Googleドキュメント 
3.67 3.14 0.90 
n.s. 0.87 1.35 
Googleフォーム 
4.73 4.00 2.10 
n.s. 0.47 0.71 
Google ジャムボード 
4.50 3.50 1.00 











































 本研究は，秋田県立大学令和 2 年度部局提案型研
究推進事業の助成を受けたものである．また本研究






Google for Education ～授業・校務で使える活用
のコツと実践ガイド』，技術評論社． 
株式会社ストリートスマート，できるシリーズ編集
部（2019）．『できる Google for Education クラウ
ド学習ツール実践ガイド』，インプレス． 
平塚知真子（2021）．『Google 式 10X リモート仕事術』，
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文部科学省（2017b）．「小学校学習指導要領（平成




















サイト https://comets.nabettu.com/ を参照されたい． 






 令和 3 年 7 月 30 日受付 
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Development and Utilization of ICT Environment in University Education
Toward the Establishment of Effective Teaching Methods Using ICT
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Society is undergoing a period of significant change. Thus, the lives and employment of people have been changing. Along with the shift in
education in terms of social transformation, the education sector has planned the utilization of Information and Communications Technology
(ICT) in primary and secondary schools, such as the development of information utilization skills and the GIGA School Concept. Alternatively, 
concerns have emerged that students who used ICT from elementary to high school will be unable to utilize ICT in universities due to the lack of 
a policy for the use of ICT devices in higher education. Therefore, as part of the FY2020 Departmental Proposal Type Research Promotion Project
entitled “Research on the Active Use of ICT Devices in University Education,” this study has developed the ICT environment in the university to
which the authors belong and initiated a research on the utilization of ICT devices in higher education. This paper reports the results of this 
research.
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